
一

は
じ
め
に

建
御
雷
神
は

『

古
事
記』
『

日
本
書
紀』

両
書
に
登
場
し
、
と
も
に
天
孫
降
臨
に
お
い
て
活
躍
す
る
神
で
あ
る

(

１)

。
そ
の
国
つ
神
を

服
属
さ
せ
て
い
く
姿
は
後
世
鹿
島
神
宮
の
祭
神
と
し
て
尊
崇
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
源
流
で
も
あ
る
。
当
然
建
御
雷
神
は
降
臨
神
話

或
い
は
服
属
伝
承
と
呼
ば
れ
る
物
語
の
中
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
武
神
や
刀
剣
神
と
い
っ
た
性
質
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
物
語
に
お
け
る
解
釈
は
神
名
の
解
釈
と
相
俟
っ
て
深
化
し
、
雷
神
や
甕
神
、
蛇
神
と
い
う
神
格
の
解
明
に
つ
な
が
っ

て
い
く

(

２)

。

こ
こ
で
古
註
釈
の
建
御
雷
神
評
を
見
て
み
る
と
、『

釈
日
本
紀』

で
は

｢
武
甕
槌
神
。
天
之
進
神
也
。｣

と
あ
り
、
同
じ
内
容
が

『

日
本
書
紀
纂
疏』

に
も
見
え
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る

｢

進
神｣

の

｢

進｣
に
つ
い
て

『

説
文
解
字』

で
は

｢

進

登
也｣

と
の
み
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あ
る
。
こ
れ
を

『

篆
隷
万
象
名
義』

で
引
い
て
み
る
と

｢

進

晋
・
前
・
善
・
登
・
行｣

と
あ
り
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
字
義
に

変
化
が
生
じ
、
垂
直
方
向
か
ら
水
平
方
向
へ
の
空
間
的
な
広
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る

(

３)

。

本
稿
で
は
建
御
雷
神
を
神
話
的
世
界
の
移
動
と
い
う
観
点
か
ら
切
り
取
っ
て
い
く

(

４)

。
建
御
雷
神
は
高
天
原
と
葦
原
中
国
を
往
還
す

る
神
で
あ
る
。
世
界
を
渡
る

｢

進
神｣

建
御
雷
神
と
い
う
観
点
か
ら
、『

記』

に
お
け
る
建
御
雷
神
の
は
た
ら
き
を
考
察
す
る
。

二

建
御
雷
神
の
配
置
と
神
話
的
世
界
の
移
動
に
つ
い
て

建
御
雷
神
に
関
す
る
記
事
は
三
ヶ
所
に
配
さ
れ
て
い
る
。
建
御
雷
神
が
登
場
す
る
場
面
で
あ
る
が
、
特
徴
的
な
の
は
こ
の
三
つ
の

記
事
が
間
を
置
き
、
巻
を
変
え
て
配
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ａ
、
上
巻

伊
耶
那
岐
命
・
伊
耶
那
美
命
の
神
生
み

Ｂ
、
上
巻

葦
原
中
国
平
定

Ｃ
、
中
巻

神
武
天
皇
東
征

こ
の
よ
う
な
物
語
の
配
置
は
天
照
大
御
神
や
須
佐
之
男
命
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
神
に
の
み
に
見
ら
れ
る
形
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意

す
べ
き
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
に
神
話
的
世
界
を
移
動
す
る
と
い
う
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
考
察
の
前
に
、『

記』

に
記
さ
れ
る
神
話
的
世
界
を
往
来
す
る
神
々
に
つ
い
て
、
概
要
を
つ
か
ん
で
お
く
。
そ
こ
で
先

ず
建
御
雷
神
が
行
き
来
す
る
高
天
原
と
葦
原
中
国
を
含
め
た
神
話
的
世
界
に
つ
い
て
、
そ
の
世
界
間
の
往
来
表
現
を
抽
出
し
分
類
を

試
み
る
。
分
類
の
基
準
は
的
を
絞
り
、
移
動
の
起
因
を
語
る
部
分
に
限
定
し
た
。
即
ち
移
動
の
発
端
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る

の
か
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
基
準
に
基
づ
き
以
下
の
三
種
類
に
大
別
す
る

(

５)

。
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１

上
位
者
か
ら
の
命
令
に
基
づ
く
移
動

２

自
ら
の
意
志
に
基
づ
く
移
動

３

経
緯
を
記
さ
な
い
移
動

一
瞥
し
て
問
題
と
な
り
そ
う
な
の
が
３
経
緯
を
記
さ
な
い
移
動
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

『

記』

が
移
動
を
語
る
時
に
採
択
し
た
表
現

方
法
の
一
つ
と
捉
え
る
な
ら
ば
、『

記』

に
お
け
る
神
話
的
世
界
の
在
り
方
に
直
結
す
る
問
題
と
な
ろ
う
。
何
故
な
ら
神
々
の
世
界

間
移
動
は
、
神
自
体
を
語
る
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
、
神
話
的
世
界
の
関
係
性
を
語
る
要
素
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
神
話
的
世
界

間
を
移
動
す
る
神
は
、
複
数
の
世
界
を
つ
な
げ
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
移
動
形
態
自
体
が
世
界
同
士

の
関
係
性
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
形
態
が
異
な
れ
ば
、
そ
れ
は
神
話
的
世
界
の
関
係
性
の
相
異
と
捉
え
ら
れ
る
。
１
２
３
に
見
ら
れ

る
表
現
の
相
異
は
、
神
話
的
世
界
の
つ
な
が
り
方
の
相
異
を
意
味
し
、
同
時
に
そ
れ
は

『

記』

に
お
い
て
世
界
間
関
係
が
一
様
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。

建
御
雷
神
の
三
つ
の
移
動
は
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
形
態
を
示
し
て
お
り
、
一
柱
の
神
が
複
数
の
神
話
的
世
界
の
関
係
性
を
示
し
て

い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以
下
建
御
雷
神
の
三
つ
の
記
事
に
沿
っ
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。

三

｢

湯
津
石
村｣

と

｢

走
就｣

に
つ
い
て

(

本
文
Ａ
の
考
察)

『

記』

上
巻
、
神
生
み
の
段
を
本
文
Ａ
と
し
、
書
き
下
し
て
掲
げ
る
。

Ａ
是
に
、
伊
邪
那
岐
命
、
御
佩
か
し
せ
る
十
拳
の
剣
を
抜
き
て
、
其
の
子
迦
具
土
神
の
頚
を
斬
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
其
の
御
刀
の

前
に
著
け
る
血
、
湯
津
石
村
に
走
り
就
き
て
、
成
れ
る
神
の
名
は
、
石
拆
神
。
次
に
根
拆
神
。
次
に
石
筒
之
男
神
。
次
に
御
刀
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の
本
に
著
け
る
血
も
亦
、
湯
津
石
村
に
走
り
就
き
て
、
成
れ
る
神
の
名
は
、
甕
速
日
神
。
次
に
樋
速
日
神
。
次
に
建
御
雷
之
男

神
。
亦
の
名
は
建
布
都
神
。
亦
の
名
は
豊
布
都
神
。(

中
略)

故
、
斬
り
た
ま
ひ
し
刀
の
名
は
、
天
之
尾
羽
張
と
謂
ひ
、
亦
の

名
は
伊
都
之
尾
羽
張
と
謂
ふ
。

高
天
原
か
ら
淤
能
碁
呂
島
へ
と
天
降
っ
た
伊
耶
那
岐
命
と
伊
耶
那
美
命
は
、
そ
こ
で
島
生
み
、
神
生
み
を
為
し
国
土
を
形
成
し
て

い
く
。
し
か
し
、
火
之
迦
具
土
神
を
生
ん
だ
こ
と
で
伊
耶
那
美
命
は
黄
泉
国
に
去
り
、
妻
を
亡
く
し
た
伊
耶
那
岐
命
は
火
之
迦
具
土

神
を
斬
り
殺
す
。
波
線
部
に
記
さ
れ
る
建
御
雷
神
は
そ
の
刀
の
鍔
元
の
血
が
湯
津
石
村
に
ほ
と
ば
し
り
付
い
て
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

建
御
雷
神
は
岐
美
二
神
の
神
生
み
の
末
に
成
っ
た
神
で
あ
り
地
上
世
界
で
誕
生
し
た
。
傍
線
部
①

｢

湯
津
石
村｣

と
は
地
上
に
あ

る
神
聖
な
石
の
群
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問
題
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
『

書
紀』

の
該
当
記
事
を
掲
げ
て
比
較
す
る
。
先
ず
A1
と
し
て

『

書
紀』

巻
第
一
第
五
段
一
書

第
六
の
記
事
を
掲
げ
る
。

A1
遂
に
帯
か
せ
る
十
握
剣
を
抜
き
、
軻
遇
突
智
を
斬
り
て
三
段
に
為
し
た
ま
ふ
。
此
各
神
に
化
成
る
。
復
剣
の
刃
よ
り
垂
る
血
、

是
天
安
河
辺
に
在
る
五
百
箇
磐
石
に
為
る
。
即
ち
此
経
津
主
神
の
祖
な
り
。
復
剣
の
鐔
よ
り
垂
る
血
、
激
越
り
て
神
に
為
る
。

号
け
て
甕
速
日
神
と
曰
す
。
次
に
�
速
日
神
。
其
の
甕
速
日
神
は
是
武
甕
槌
神
の
祖
な
り
。
亦
は
甕
速
日
命
、
次
に
�
速
日
命
、

次
に
武
甕
槌
神
と
曰
す
。

こ
こ
で
は

『

記』

と
同
じ
く
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
に
よ
る
神
生
み
は
地
上
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
。
本
文
Ａ
と
の
違
い
は
剣
の

刃
よ
り
垂
る
血
が
傍
線
部

｢

天
安
河
辺
に
在
る
五
百
箇
磐
石｣

に
成
り
、
ま
た
剣
の
鐔
分
か
ら
垂
る
血
が
傍
線
部

｢

激
越｣

し
て
神

に
為
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。｢

激
越｣

と
は
飛
び
上
が
る
、
広
が
る
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り

(

６)

、｢

天
安
河
辺｣

と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、

神
は
天
で
成
っ
た
と
す
る
の
が

『

書
紀』

の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
続
く
第
五
段
一
書
第
七
に
は
、

288



A2
一
書
に
曰
く
、
伊
奘
諾
尊
、
剣
を
抜
き
軻
遇
突
智
を
斬
り
、
三
段
に
為
し
た
ま
ふ
。
其
の
一
段
は
是
雷
神
に
為
り
、
一
段
は
是

大
山
祇
神
に
為
り
、
一
段
は
是
高
�
に
為
る
。
又
曰
く
、
軻
遇
突
智
を
斬
り
た
ま
ひ
し
時
に
、
其
の
血
激
越
り
て
、
天
八
十
河

中
に
在
る
五
百
箇
磐
石
を
染
む
。
而
し
て
因
り
て
神
に
化
成
り
、
号
け
て
磐
裂
神
と
曰
す
。
次
に
根
裂
神
。
そ
の
児
磐
筒
男
神
。

次
に
磐
筒
女
神
、
そ
の
児
経
津
主
神
。

と
建
御
雷
神
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
傍
線
部

｢

激
越｣
｢

天
八
十
河
中｣

の
語
か
ら
、｢

五
百
箇
磐
石｣

が
天
に
あ
り
、
軻
遇
突
智

の
血
が
天
上
世
界
ま
で
ほ
と
ば
し
り
飛
び
散
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。｢

走
就｣

｢

激
越｣

す
る
の
は
両
書
と
も

｢

血｣

で
あ
り
、

こ
れ
が
神
に
為
っ
た
と
す
る
の
が
Ａ
、
A1
で
あ
る
。『

記』

に
近
い
の
は
A2

｢

又
曰｣

と
し
て
載
せ
る
異
伝
で
あ
る
。
ほ
と
ば
し
っ

た
血
が

｢

湯
津
石
村｣

｢

天
八
十
河
中｣

に
あ
る

｢

五
百
箇
磐
石｣

に
付
着
す
る
こ
と
で
神
が
生
ま
れ
る
。｢

激
越｣

は
ほ
と
ば
し
り

飛
び
あ
が
る
意
で
、
軻
遇
突
智
の
血
が
地
上
か
ら
天
に
あ
る
天
八
十
河
ま
で
飛
散
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方

『

記』

で
は

｢

湯
津
石
村｣
は
地
上
世
界
に
あ
り
、
飛
び
あ
が
っ
て
誕
生
し
た
と
す
る
表
記
は
な
い
。
本
文
Ａ
傍
線
部

｢

走

就｣

に
つ
い
て
も

｢

飛
び
あ
が
る｣

と
い
う
意
味
は
な
く
、
水
平
方
向
の
移
動
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
字
で
あ
る
。
以
下
に
示
し
た

『

記』

中
の
七
例
の

｢

走｣

字
は
⑤
の
地
名
を
除
き
、
横
の
動
き
を
表
し
て
い
る
。

①
爾
に
其
の
御
刀
の
前
に
著
け
る
血
、
湯
津
石
村
に
走
り
就
き
て
、
成
れ
る
神
の
名
は
、
石
拆
神
。

(

本
文
Ａ)

②
次
に
御
刀
の
本
に
著
け
る
血
も
亦
、
湯
津
石
村
に
走
り
就
き
て
、
成
れ
る
神
の
名
は
、
甕
速
日
神
。
次
に
樋
速
日
神
。
次
に

建
御
雷
之
男
神
。

(

本
文
Ａ)

③
爾
に
吾
其
の
上
を
踏
み
て
、
走
り
つ
つ
読
み
度
ら
む
。

(

上
巻
稲
羽
の
素
兎)

④
爾
に
其
の
美
人
驚
き
て
、
立
ち
走
り
伊
須
須
岐
伎
。
乃
ち
其
の
矢
を
将
ち
来
て
、
床
の
辺
に
置
け
ば
、
忽
ち
に
麗
し
き
壯
夫

に
成
り
て
、
…

(

中
巻
神
武
記)
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⑤
其
れ
よ
り
入
り
幸
で
ま
し
て
、
走
水
の
海
を
渡
り
た
ま
ひ
し
時
、
…

(

中
巻
景
行
記)

⑥
如
此
歌
ひ
て
幸
行
で
ま
し
し
時
、
御
杖
を
以
ち
て
大
坂
の
道
中
の
大
石
を
打
ち
た
ま
へ
ば
、
其
の
石
走
り
避
り
き
。

(

中
巻
応
神
記)

⑦
小
治
田
に
到
り
て
、
穴
を
掘
り
て
、
立
て
る
随
に
埋
み
し
か
ば
、
腰
を
埋
む
に
至
り
て
、
両
つ
目
走
り
抜
け
て
死
に
き
。

(

下
巻
安
康
記)

③
は
和
邇
の
背
を
跳
躍
す
る
こ
と
、
⑦
は
飛
び
出
す
様
子
、
地
名
で
は
あ
る
が
⑥
の
走
水
は
潮
の
流
れ
の
速
い
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
勢
い
よ
く
移
動
す
る
こ
と
を
表
す
文
字
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
垂
直
方
向
へ
の
移
動
は
表
し
て
い
な
い
。

以
上
、『

書
紀』

が
垂
直
方
向
の
血
の
飛
散
を
書
き
表
し
て
い
る
の
に
比
べ
、『

記』

の

｢

湯
津
石
村｣

｢

走
り
就
き｣

が
平
面
的

な
血
の
飛
散
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
相
異
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り

『

書
紀』

の
武
甕
槌
神
は
天
上
世
界
で
誕
生
し
、『

記』

の
建
御
雷
神
は
地
上
世
界
に
誕
生
し
た
と
す
る
、『

記』
『

書
紀』

の
相
異
が
確
認
さ
れ
る
。

四

経
緯
を
語
ら
な
い
世
界
間
移
動

(

分
類
３

本
文
Ａ
と
Ｂ
の
関
係)

以
上
の
よ
う
に
本
文
Ａ
を
理
解
し
た
と
き
に
、
問
題
に
な
る
の
は
、
次
に
建
御
雷
神
が
登
場
す
る
葦
原
中
国
平
定
の
冒
頭
部
分
と

に
文
脈
上
の
食
い
違
い
が
生
じ
る
点
で
あ
る
。
葦
原
中
国
平
定
の
段
を
本
文
Ｂ
と
し
、
書
き
下
し
て
掲
げ
る
。

Ｂ
是
に
天
照
大
御
神
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、｢

亦
曷
れ
の
神
を
遣
は
さ
ば
吉
け
む
。｣

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
思
金
神
及
諸
の
神

白
し
し
く
、｢

天
安
河
の
河
上
の
天
の
石
屋
に
坐
す
、
名
は
伊
都
之
尾
羽
張
神
、
是
れ
遣
は
す
べ
し
。
若
し
亦
此
の
神
に
非
ず

ば
、
其
の
神
の
子
、
建
御
雷
之
男
神
、
此
れ
遣
は
す
べ
し
。
且
其
の
天
尾
羽
張
神
は
、
逆
に
天
安
河
の
水
を
塞
き
上
げ
て
、
道
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を
塞
き
て
居
る
故
に
、
他
神
は
得
行
か
じ
。
故
、
別
に
天
迦
久
神
を
遣
は
し
て
問
ふ
べ
し
。｣

と
ま
を
し
き
。
故
爾
に
天
迦
久

神
を
使
は
し
て
、
天
尾
羽
張
神
に
問
は
し
し
時
に
、
答
へ
白
し
し
く
、｢

恐
し
。
仕
へ
奉
ら
む
。
然
れ
ど
も
此
の
道
に
は
、
僕

が
子
、
建
御
雷
神
を
遣
は
す
べ
し
。｣

と
ま
を
し
て
、
乃
ち
貢
進
り
き
。
爾
に
天
鳥
船
神
を
建
御
雷
神
に
副
へ
て
遣
は
し
た
ま

ひ
き
。

こ
こ
に
は
建
御
雷
神
が
伊
都
之
尾
羽
張
神
と
と
も
に

｢

天
安
河
の
河
上
の
天
の
岩
屋｣

に
鎮
座
し
て
い
る
と
あ
る
。
本
文
Ａ
で
地

上
世
界
で
成
っ
た
と
記
す
建
御
雷
神
が
何
の
説
明
も
な
く
高
天
原
に
鎮
座
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
文
Ａ
と
Ｂ
の
つ
な
が
り
の
不
自
然
さ
、
或
い
は
展
開
の
飛
躍
と
も
い
え
る
点
に
つ
い
て
、｢

高
天
原｣

な
ど
の
語
句
が
脱
漏
し

た
と
す
る
説
が
あ
る

(

７)

。
た
だ
誤
植
脱
漏
説
に
迂
闊
に
飛
び
つ
け
な
い
の
は
本
文
中
の
他
の
部
分
に
は
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
の
展
開
を
見
据
え

た
記
載
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
文
Ａ
の
末
尾
に
傍
線

｢

斬
れ
る
刀
の
名
は
、
天
之
尾
羽
張
と
謂
ふ
。
亦
の
名
は
、
伊
都
之
尾
羽
張

と
謂
ふ｣

と
記
し
、
火
之
迦
具
土
神
を
斬
っ
た
刀
を
伊
都
之
尾
羽
張
神
と
す
る
。
こ
れ
は
本
文
Ｂ
に
お
い
て
建
御
雷
神
を
伊
都
之
尾

羽
張
神
の
子
と
す
る

『

記』

独
自
の
展
開
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
本
文
Ａ
と
Ｂ
と
の
間
に
は
論
理
的
に
結
合
さ
せ
よ

う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
同
じ
物
語
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
地
上
世
界
で
誕
生
し
た
は
ず
の

建
御
雷
神
を
、
何
の
経
緯
も
語
る
こ
と
な
く
高
天
原
に
鎮
座
さ
せ
る
と
い
う
不
自
然
な
文
脈
を
、
こ
こ
に
の
み
残
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
が
誤
植
や
脱
漏
の
た
め
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
の
一
見
不
合
理
な
展
開
に
つ
い
て
、
地
上
か
ら
の
内
発
的
な
帰
順
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
の
が
馬
場
百

合
子
で
あ
る

(

８)

。
元
々
葦
原
中
国
に
誕
生
し
た
建
御
雷
神
だ
か
ら
こ
そ
、
平
定
を
成
し
遂
げ
た
と
し
、
展
開
の
不
整
合
性
を
服
属
伝
承

の
中
に
位
置
づ
け
た
。
こ
の
結
論
に
異
論
は
な
い
が
、
む
し
ろ
詳
細
を
語
る
こ
と
な
く
神
話
的
世
界
を
移
動
し
た
点
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
観
点
か
ら
神
野
志
隆
光
は
、
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高
天
原
と
葦
原
中
国
の
神
と
は
、
画
然
と
排
他
的
な
神
々
の
世
界
を
作
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
う
け
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
交

渉
と
往
来
が
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。(

中
略)

タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
ヲ
が
、
国
譲
り
の
件
り
で
高
天
原
の
側
に
登
場
し
た
と
き
、

高
天
原
の
神
と
な
っ
た
の
だ
と
う
け
と
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
唐
突
と
か
矛
盾
と
か
い
う
べ
き
も
の
で
は
あ
る

ま
い
。

と
指
摘
す
る

(
９)
。
と
す
れ
ば

『

記』

の
神
話
的
世
界
と
は
、
あ
る
程
度
自
由
な
往
来
を
可
能
と
す
る
構
造
と
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ

う

(

�)

。
つ
ま
り
高
天
原
と
葦
原
中
国
と
い
う
二
つ
世
界
の
関
係
性
が
そ
れ
を
可
能
に
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
関
係
性
の
背
後

に
介
在
す
る

『

記』
編
纂
者
の
目
的
が
問
題
と
な
る
。

そ
こ
で
前
述
の
分
類
３
、『
記』

に
あ
っ
て
経
緯
を
語
ら
な
い
移
動
を
検
討
す
る
に
際
し
、
用
例
を
整
理
す
る
。

①

｢

大
綿
津
見
神｣

葦
原
中
国
〈
神
生
み
〉
↓
海
原
《
綿
津
見
神
之
宮
訪
問
》

②

｢

天
之
鳥
船｣

葦
原
中
国
〈
神
生
み
〉
↓
高
天
原
《
建
御
雷
神
の
派
遣
》

③

｢

大
宜
都
比
売
神｣

葦
原
中
国
〈
神
生
み
〉
↓
高
天
原
《
五
穀
起
源
》

④

｢

建
御
雷
之
男
神｣

葦
原
中
国
〈
神
生
み
〉
↓
高
天
原
《
建
御
雷
神
の
派
遣
》

⑤

｢

伊
都
之
尾
羽
張
神｣

葦
原
中
国
〈
神
生
み
〉
↓
高
天
原
《
建
御
雷
神
の
派
遣
》

⑥

｢

天
照
大
御
神｣

葦
原
中
国
〈
伊
耶
那
岐
命
の
禊
祓
〉
↓
夜
之
食
国
《
移
動
先
の
記
載
な
し
》

⑦

｢

月
読
命｣

葦
原
中
国
〈
伊
耶
那
岐
命
の
禊
祓
〉
↓
夜
之
食
国
《
移
動
先
の
記
載
な
し
》

⑧

｢

多
紀
理
毘
売
命
・
市
寸
島
比
売
命
・
多
岐
都
比
売
命｣

高
天
原
〈
天
安
河
の
誓
約
〉
↓
葦
原
中
国
《
大
国
主
神
の
系
譜
》

⑨

｢

須
佐
之
男
命｣

葦
原
中
国
〈
八
俣
大
蛇
退
治
〉
↓
根
之
堅
州
国
《
大
国
主
神
の
根
之
堅
州
国
訪
問
》

九
例
中
八
例
が
葦
原
中
国
を
起
点
と
し
て
い
る
。
⑧
以
外
は
は
生
ま
れ
た
世
界
が
葦
原
中
国
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
移
動
と
な
る
。
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⑨
に
つ
い
て
神
野
志
は
、

須
佐
之
男
命
が
根
之
堅
州
国
に
行
っ
た
記
事
は
、
こ
れ
以
前
に
な
い
。
そ
こ
で
宣
長
は
記
事
の
脱
漏
を
想
定
す
る
。
し
か
し

『
記』

は
、
葦
原
中
国
を
中
心
に
し
て
、
そ
こ
に
か
か
わ
る
限
り
に
お
い
て
他
の
世
界
に
触
れ
る
と
い
う
の
が
原
則
で
、
こ
こ

も
そ
の
よ
う
な
語
り
方
で
あ
る
。

と
説
く

(

�)

。
大
国
主
神
の
国
作
り
は
根
之
堅
州
国
と
の
往
還
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
葦
原
中
国
は
こ
の
段
階
に
お
け
る

完
成
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
り
、
後
の
国
譲
り
、
天
孫
降
臨
を
語
る
上
で
必
要
な
物
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
掲
げ
た
九
例
は
全
て
葦
原

中
国
と
関
わ
り
を
も
つ
移
動
で
あ
り
、
物
語
の
展
開
上
重
要
な
神
も
い
る
。
葦
原
中
国
が
中
心
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
移

動
の
経
緯
を
語
ら
な
い
理
由
は
葦
原
中
国
に
関
わ
る
関
わ
ら
な
い
で
は
な
い
と
考
え
る
。

経
緯
を
語
ら
な
い
の
は
、
経
緯
を
語
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
神
々
の
移
動
を
問
題
に
し
て
い
な
い
よ
う
な
態

度
で
あ
る
。
編
纂
レ
ベ
ル
で
は
自
由
な
往
来
を
許
容
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
レ
ベ
ル
で
は
世
界
は
自
由
に
行
き

来
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
神
々
の
移
動
を
捉
え
た
と
き
、
神
話
的
世
界
の
関
係
性

と
し
て
導
か
れ
る
形
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

即
ち
複
数
の
神
話
的
世
界
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
非
常
に
近
し
い
、
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
形
成
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
距
離
感
や
、
境
界
線
の
曖
昧
さ
を
互
い
の
世
界
が
有
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

『

記』

は
混
沌
状
態
か
ら
段
階
的
な
秩
序
化
を
語
る
。
曖
昧
な
世
界
と
は
葦
原
中
国
完
成
ま
で
の
過
渡
的
な
状
態
を
表
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
定
ま
り
き
れ
て
い
な
い
世
界
と
い
う
認
識
が
、
経
緯
を
語
ら
な
い
移
動
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
自
由
に
往
来
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

伊
耶
那
岐
命
・
伊
耶
那
美
命
の
神
生
み
の
段
階
で
は
、
ま
だ
地
上
世
界
は
葦
原
中
国
と
呼
ば
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
伊
耶
那
岐
命
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の
黄
泉
国
へ
の
移
動
を
以
て
葦
原
中
国
と
な
る
の
で
あ
り
、
神
話
的
世
界
が
交
渉
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
相
対
化
さ
れ
存
在
が
確
定

し
て
い
く
。
本
文
Ａ
に
お
い
て
は
名
を
持
た
な
い
地
上
世
界
が
本
文
Ｂ
で
は
既
に

｢

葦
原
中
国｣

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
、
世
界
の
固

定
画
定
へ
む
け
た
動
き
の
中
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
建
御
雷
神
が
地
上
世
界
に
あ
る

｢

湯
津
石
村｣

に
誕
生
し
、
何
の
説
明
も
な

く
高
天
原
の
天
の
石
屋
に
鎮
座
が
語
ら
れ
る
の
は
、
未
だ
不
完
全
な
神
話
的
世
界
と
い
う

『

記』

編
纂
者
の
認
識
を
表
現
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。五

上
位
者
か
ら
の
命
令
に
よ
る
世
界
間
移
動

(

分
類
１)

建
御
雷
神
の
二
度
目
の
登
場
は
天
孫
降
臨
に
先
立
ち
語
ら
れ
る
葦
原
中
国
平
定
の
場
面
で
あ
る
。
国
つ
神
に
占
領
さ
れ
て
い
る
葦

原
中
国
を
奪
い
返
す
た
め
に
天
菩
比
神
、
天
若
日
子
に
続
く
三
柱
目
の
派
遣
神
と
し
て
登
場
す
る
。
建
御
雷
神
は
高
天
原
の
天
安
河

の
上
流
に
あ
る
天
の
石
屋
に
鎮
座
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
の
建
御
雷
神
の
移
動
は
高
天
原
を
主
体
と
す
る
組
織
的
な
構
造
の
一
部

と
し
て
描
か
れ
る
。
国
譲
り
神
話
の
構
造
を
神
々
の
移
動
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
た
め
、
本
文
Ｂ
建
御
雷
神
の
派
遣
を
軸
に
、

周
辺
の
物
語
を
B1
、
B2
、
B3
、
B4
、
B5
と
し
て
以
下
に
掲
げ
る
。

B1
天
照
大
御
神
の
命
以
ち
て
、｢

豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穗
国
は
、
我
が
御
子
、
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穗
耳
命
の
知
ら

す
国
ぞ
。｣

と
言
よ
さ
し
賜
ひ
て
、
天
降
し
た
ま
ひ
き
。

B2
是
に
天
忍
穗
耳
命
、
天
の
浮
橋
に
多
多
志
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、｢
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穗
国
は
、
伊
多
久
佐
夜
芸

弖
有
那
理
。｣

と
告
り
た
ま
ひ
て
、
更
に
還
り
上
り
て
、
天
照
大
神
に
請
し
た
ま
ひ
き
。

B3
爾
に
高
御
産
巣
日
神
、
天
照
大
御
神
の
命
以
ち
て
、
天
安
河
の
河
原
に
、
八
百
万
の
神
を
神
集
へ
に
集
へ
て
、
思
金
神
に
思
は
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し
め
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、｢

此
の
葦
原
中
国
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
国
と
言
依
さ
し
賜
へ
り
し
国
な
り
。
故
、
此
の
国
に

道
速
振
る
荒
振
る
国
つ
神
等
の
多
在
り
と
以
爲
ほ
す
。
是
れ
何
れ
の
神
を
使
は
し
て
か
言
趣
け
む
。｣

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
爾

に
思
金
神
及
八
百
万
の
神
、
議
り
白
し
し
く
、｢

天
菩
比
神
、
是
れ
遣
は
す
べ
し
。｣

と
ま
を
し
き
。

Ｂ

前
掲

B4
故
、
建
御
雷
神
、
返
り
参
上
り
て
、
葦
原
中
国
を
言
向
け
和
平
し
つ
る
状
を
、
復
奏
し
た
ま
ひ
き
。

B5
爾
に
天
照
大
御
神
、
高
木
神
の
命
以
ち
て
、
太
子
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穗
耳
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、｢

今
、
葦
原
中
国
を

平
け
訖
へ
ぬ
と
白
せ
り
。
故
、
言
依
さ
し
賜
ひ
し
隨
に
、
降
り
坐
し
て
知
ら
し
め
せ
。｣

と
の
り
た
ま
ひ
き
。

高
御
産
巣
日
神
、
天
照
大
御
神
の

｢

命
以｣

は
二
つ
の
命
令
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
一
つ
は
B1
、
B5
に
示
さ
れ
て
い
る
天
孫
降

臨
で
あ
り
、
移
動
主
体
は
天
忍
穗
耳
命
、
邇
々
芸
命
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
B2
、
B3
、
Ｂ
、
B4
で
語
ら
れ
る
葦
原
中
国
の
平
定
で

あ
り
、
移
動
主
体
は
天
菩
比
神
、
天
若
日
子
、
鳴
女
、
そ
し
て
建
御
雷
神
と
い
う
四
柱
の
派
遣
神
と
な
る
。
特
に
B2
、
B3
、
Ｂ
、

B4
は
一
連
の
物
語
内
部
に

[

発
令

｢

命
以｣

｢
詔｣]

―

[

実
行

｢

言
趣

(

向)｣
｢

遣｣]

―

[

報
告

｢

復
奏｣]

を
軸
と
す
る
構
造
を

も
ち
、
道
速
振
る
荒
振
る
国
つ
神
の
服
属
伝
承
を
強
力
な
論
理
の
基
に
展
開
す
る

(

�)

。

建
御
雷
神
の
移
動
は
こ
の
論
理
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
高
天
原
の
司
令
を
遂
行
す
る
存
在
と
し
て
表
さ
れ
る
。
前
掲
分
類
に

よ
れ
ば
１
上
位
者
か
ら
の
命
令
に
よ
る
移
動
に
分
類
さ
れ
る
。
以
下
に
分
類
１
の
例
を
、
命
令
を
発
す
る
神
―
命
令
を
受
け
移
動
す

る
神

[

移
動
す
る
神
話
的
世
界]

、
命
令
で
あ
る
こ
と
を
示
す
語
句

(

付
傍
線)

、
移
動
を
表
す
語
句

(

付
波
線)

と
し
て
整
理
し
示

す
。①

天
つ
神
―
伊
耶
那
岐
命
・
伊
耶
那
美
命

[

高
天
原
―
地
上
世
界]

是
に
天
つ
神
諸
の
命
以
ち
て
、
伊
邪
那
岐
命
、
伊
邪
那
美
命
、
二
柱
の
神
に
、｢

是
の
多
陀
用
弊
流
国
を
修
め
理
り
固
め
成
せ
。｣
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と
詔
り
て

(

中
略)

爾
に
天
つ
神
の
命
以
ち
て
、
布
斗
麻
迩
爾
卜
相
ひ
て
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、｢

女
先
に
言
へ
る
に
因
り
て

良
か
ら
ず
。
亦
還
り
降
り
て
改
め
言
へ
。｣

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
爾
に
反
り
降
り
て

②
伊
耶
那
岐
命
―
天
照
大
御
神

[

葦
原
中
国
―
高
天
原]

天
照
大
御
神
に
賜
ひ
て
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、｢

汝
命
は
、
高
天
の
原
を
知
ら
せ
。｣

と
事
依
さ
し
て
賜
ひ
き
。

③
伊
耶
那
岐
命
―
月
読
命

[

葦
原
中
国
―
夜
之
食
国]

月
読
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、｢

汝
命
は
、
夜
の
食
国
を
知
ら
せ
。｣

と
事
依
さ
し
き
。

④
神
産
巣
日
之
命
―
芸
貝
貝
比
賣
・
蛤
貝
比
賣

[

高
天
原
―
葦
原
中
国]

神
産
巣
日
之
命
に
請
し
し
時
、
乃
ち
芸
貝
比
賣
と
蛤
貝
比
賣
と
を
遣
は
し
て
、
作
り
活
か
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。

⑤
大
屋
毘
古
神
―
葦
原
色
許
男
神
[

葦
原
中
国
―
根
之
堅
州
国]

故
、
詔
り
た
ま
ひ
し
命
の
隨
に
、
須
佐
之
男
命
の
御
所
に
参
到
れ
ば

⑥
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
―
天
菩
比
神

[

高
天
原
―
葦
原
中
国]

爾
に
高
御
産
巣
日
神
、
天
照
大
御
神
の
命
以
ち
て

(

中
略)

思
金
神
に
思
は
し
め
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く

(

中
略)

議
り
白
し
し

く
、｢

天
菩
比
神
、
是
れ
遣
は
す
べ
し
。｣

と
ま
を
し
き
。

⑦
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
―
天
若
日
子

[

高
天
原
―
葦
原
中
国]

諸
の
神
等
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く(

中
略)

答
へ
白
し
し
く
、｢
天
津
国
玉
神
の
子
、
天
若
日
子
を
遣
は
す
べ
し
。｣

と
ま
を
し
き
。

(

中
略)

是
に
天
若
日
子
、
其
の
国
に
降
り
到
る
即
ち
…

⑧
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
―
鳴
女

[

高
天
原
―
葦
原
中
国]

亦
諸
の
神
等
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く

(

中
略)

｢

雉
、
名
は
鳴
女
を
遣
は
す
べ
し
。｣

と
答
へ
白
し
し
時
に
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
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(

中
略)

天
よ
り
降
り
到
り
て
…

⑨
天
照
大
御
神
―
建
御
雷
神

[

高
天
原
―
葦
原
中
国]

是
に
天
照
大
御
神
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く

(

中
略)

僕
が
子
、
建
御
雷
神
を
遣
は
す
べ
し
。(

中
略)

出
雲
国
の
伊
耶
那
佐
の
小

濱
に
降
り
到
り
て
…

⑩
天
照
大
御
神
―
天
鳥
船
神

[

高
天
原
―
葦
原
中
国]

爾
に
天
鳥
船
神
を
建
御
雷
神
に
副
へ
て
遣
は
し
た
ま
ひ
き
。

⑪
天
照
大
御
神
・
高
木
神
―
迩
迩
芸
命

[

高
天
原
―
葦
原
中
国]

日
子
番
能
迩
迩
芸
命
に
詔
科
せ
て
、｢

此
の
豊
葦
原
水
穗
国
は
、
汝
知
ら
さ
む
国
ぞ
と
言
依
さ
し
賜
ふ
。
故
、
命
の
隨
に
天
降

る
べ
し
。｣

と
の
り
た
ま
ひ
き
。

移
動
は

[

高
天
原
―
葦
原
中
国]
間
に
集
中
し

(

①
②
④
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪)

、
⑤
を
除
け
ば
命
令
の
主
体
は
全
て
天
つ
神
で
あ
る
。

｢

言
依｣

は
委
任
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
岐
美
二
神
に
は
地
上
世
界
の
修
理
固
成
が

(

①)

、
天
照
大
御
神
と
月
読
命

に
は
高
天
原
と
夜
之
食
国
の
統
治
が

(

②
③)
、
邇
々
芸
命
に
は
葦
原
中
国
の
統
治
が

(

⑪)

、
そ
れ
ぞ
れ
命
令
者
か
ら
委
任
さ
れ
て

い
る
。
命
令
主
体
が
持
つ
権
威
の
委
譲
を
意
味
し
、
移
動
主
体
は
名
代
と
し
て
あ
る
こ
と
を
示
す
語
で
あ
る
。

｢

遣｣

を
命
じ
る
の
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
天
つ
神
か
天
皇
で
あ
り
、
正
規
の
使
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
語
で
あ
る

(

�)

。
上
位
者
か
ら

の
命
令
を
実
行
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
葦
原
色
許
男
神
を
救
う
た
め(

④)

、
葦
原
中
国
を
平
定
す
る
た
め(

⑥
⑦
⑨
⑩)

、

｢

遣｣

と
し
て
神
話
的
世
界
を
渡
る
の
で
あ
る
。
故
に

｢

言

(

事)
依｣
と

｢

遣｣

は
、
前
者
は
移
動
主
体
が
命
令
主
体
の
名
代
に

用
い
ら
れ
、
後
者
は
使
者
を
表
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
異
な
り
を
見
せ
、
重
要
度
の
違
い
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
同
時
に
は
用
い

ら
れ
な
い
。
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｢

命
以｣

は

｢

仰
せ
で
、
お
言
葉
で｣

と
解
釈
さ
れ
る
語
で
あ
り
、
命
令
者
を
称
揚
す
る
表
現
で
あ
る
と
説
か
れ
る

(

�)

。
命
令
者
の

称
揚
は
委
任
さ
れ
た
神
を
高
め
る
こ
と
に
直
結
す
る
。
①
⑥
⑪
は
高
天
原
の
権
威
の
及
ば
な
い
地
上
世
界
に
お
い
て
、
派
遣
神
が
十

分
な
働
き
を
す
る
た
め
の
権
威
づ
け
と
し
て
理
解
で
き
る
。
特
に

｢

言

(

事)

依｣

と
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
①
⑪
は
修
理
固
成
や

天
孫
降
臨
と
い
っ
た
地
上
世
界
の
変
化
を
も
た
ら
す
た
め
の
移
動
で
あ
り
、｢

命
以｣

と
の
併
用
は
委
託
さ
れ
た
神
の
権
威
を
葦
原

中
国
の
お
い
て
も
保
証
し
よ
う
と
す
る
表
現
で
あ
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

｢

詔｣

に
つ
い
て
谷
口
雅
博
は

『

記』
『

書
紀』

の
用
字
法
の
比
較
検
討
か
ら
、『

書
紀』

で
は
天
皇
の
ミ
コ
ト
ノ
リ
に
専
用
さ
れ

る
字
で
あ
り
、
神
代
紀
に
は
一
切
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
厳
密
な
使
用
法
と
は
異
な
り
、『

記』

で
は
高
天
原
の

神
々
や
天
皇
な
ど
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、｢

詔｣

は
柔
軟
性
を
持
つ
用
字
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で

｢

詔｣

一
字
を
天
つ
神
に
も
天
皇
に
も
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

や
は
り
天
神
か
ら
歴
代
天
皇
へ
の
一
連
の
皇
統
を
強
調
す
る
意
味
合
い
が
あ
ろ
う
。

と
ま
と
め
る

(

�)

。
神
か
ら
天
皇
へ
と
い
う

『
記』
の
変
遷
を
見
据
え
た
上
で
の
用
字
法
と
す
る
指
摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

命
令
に
よ
る
神
話
的
世
界
の
移
動
は
、
こ
れ
ら
の
語
句
を
用
い
る
こ
と
で
命
令
主
体
と
移
動
主
体
を
明
確
に
し
つ
つ
語
ら
れ
る
。

そ
れ
は
つ
ま
り
秩
序
に
則
っ
た
移
動
の
在
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
命
令
系
統
の
整
備
や
厳
守
、
命
以
―
言
向
―

復
奏
な
ど
の
論
理
は
権
威
の
所
在
を
明
確
に
す
る
。
神
話
的
世
界
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
命
令
に
よ
る
移
動
は
、
秩
序
化
さ

れ
た
世
界
間
関
係
の
構
築
を
語
る
一
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る

(

�)

。

記
述
の
な
い
移
動
と
は
異
な
り
、
秩
序
化
さ
れ
た
移
動
は
整
然
と
し
た
神
話
的
世
界
、
明
確
な
境
界
を
持
つ
世
界
関
係
を
形
成
す

る
。本

文
Ａ
か
ら
Ｂ
に
か
け
て
の
考
察
を
結
ん
で
お
く
。
建
御
雷
神
は
二
つ
の
場
面
に
お
い
て
二
つ
の
異
な
る
移
動
の
仕
様
を
見
せ
る
。
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一
つ
は
経
緯
を
語
ら
な
い
移
動
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
命
令
に
基
づ
く
移
動
で
あ
る
。
こ
の
相
異
が
示
す
神
話
的
世
界
の
関
係
性
も

以
下
の
よ
う
な
異
な
り
を
見
せ
る
。

３

経
緯
を
記
さ
な
い
移
動

二
つ
の
世
界
の
境
界
の
曖
昧
さ

１

上
位
者
か
ら
の
命
令
に
基
づ
く
移
動

二
つ
の
世
界
の
秩
序
化
さ
れ
た
関
係

建
御
雷
神
の
世
界
間
移
動
は
、
二
つ
の
異
な
る
世
界
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

六

夢
に
よ
る
世
界
間
移
動

(

本
文
Ｃ
の
考
察

分
類
１
の
変
形)

建
御
雷
神
の
最
後
の
記
事
は
中
巻
｢

神
武
記｣

で
あ
る
。
神
武
天
皇
の
東
征
、
熊
野
村
の
段
を
書
き
下
し
て
掲
げ
る
。

Ｃ
故
、
神
倭
伊
波
禮
毘
古
命
、
其
地
よ
り
廻
り
幸
で
ま
し
て
、
熊
野
村
に
到
り
ま
し
し
時
に
、
大
熊
髮
か
に
出
で
入
り
て
即
ち
失

せ
き
。(

中
略)

爾
に
其
の
惑
え
伏
せ
る
御
軍
、
悉
に
寤
め
起
き
き
。
故
、
天
つ
神
の
御
子
、
其
の
横
刀
を
獲
し
所
由
を
問
ひ

た
ま
へ
ば
、
高
倉
下
答
へ
曰
し
し
く
、

｢

己
が
夢
に
、
天
照
大
神
、
高
木
神
、
二
柱
の
神
の
命
以
ち
て
、
建
御
雷
神
を
召
び
て
詔
り
た
ま
ひ
け
ら
く
、『

葦
原
中
国
は
伊

多
玖
佐
夜
芸
帝
阿
理
那
理
。
我
が
御
子
等
不
平
み
坐
す
良
志
。
其
の
葦
原
中
国
は
、
專
ら
汝
が
言
向
け
し
国
な
り
。
故
、
汝
建

御
雷
神
降
る
べ
し
。』

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
答
へ
曰
し
し
く
、『

僕
は
降
ら
ず
と
も
、
專
ら
其
の
国
を
平
け
し
横
刀
有
れ
ば
、

是
の
刀
を
降
す
べ
し
。
此
の
刀
を
降
さ
む
状
は
、
高
倉
下
が
倉
の
頂
を
穿
ち
て
、
其
れ
よ
り
墮
し
入
れ
む
。

神
武
天
皇
が
熊
野
村
に
到
着
す
る
と
大
熊
が
突
如
現
れ
、
直
後
正
気
を
失
い
皆
倒
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
窮
地
を
高
倉
下
が
夢
に
得

た
横
刀
に
よ
っ
て
免
れ
る
。
こ
の
夢
に
建
御
雷
神
が
現
れ
、
降
臨
を
命
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
代
わ
り
に
葦
原
中
国
を
言
向
け
た
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横
刀
を
降
ろ
し
て
い
る
こ
と
が
二
重
傍
線
部
に
記
さ
れ
る
。
た
だ
本
文
Ｃ
に
お
け
る
建
御
雷
神
へ
の
司
令
も
ま
た
天
照
大
神
・
高
木

神
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
傍
線
部
に

｢

命
以｣

｢

詔｣

が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
文

Ｂ
と
同
型
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１
上
位
者
か
ら
の
命
令
に
基
づ
く
移
動
に
分
類
さ
れ
る
。
本
文
Ｂ
と
の
相
似
形
を
示

す
本
文
Ｃ
に
つ
い
て
阪
下
圭
八
は
、

熊
野
で
の
受
難
・
再
生
が
い
わ
ば
第
二
の
天
孫
降
臨
と
も
い
う
べ
き
性
質
を
担
う
と
目
測
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

と
論
じ
る

(

�)

。
阪
下
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
葦
原
中
国
の
状
態
を
本
文
Ｂ
は

｢

伊
多
久
佐
夜
芸
弖
有
那
理｣

と
表
し
、
本
文
Ｃ
で
も

｢

伊
多
玖
佐
夜
芸
帝
阿
理
那
理｣

と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
表
現
で
あ
る
。
繰
り
返
し
は
強
調
に
つ
な
が
る
。
高
天
原
と
葦
原
中

国
の
関
係
性
か
ら
す
れ
ば
、
天
つ
神
を
中
心
と
す
る
秩
序
化
さ
れ
た
世
界
と
し
て
の
葦
原
中
国
を
再
度
描
き
出
し
て
い
る
と
捉
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
文
Ｂ
と
Ｃ
に
は
大
き
な
相
異
点
は
あ
る
が
、
や
は
り
１
命
令
に
よ
る
移
動
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
筆
者
は

分
類
１
の
変
形
と
捉
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
変
形
部
分
は
二
重
傍
線

｢

夢｣

と
い
う
設
定
と
、
建
御
雷
神
に
代
わ
り

｢

横
刀｣

を

降
ろ
す
部
分
で
あ
る
。

河
東
仁
は
各
時
代
の
各
文
献
に
み
ら
れ
る
夢
の
用
例
を
精
査
検
証
し
、『

記』

上
巻
に
は
夢
の
記
事
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

｢

夢
を
聖
な
る
次
元
と
の
交
信
回
路｣

で
あ
る
と
論
じ
た

(

�)
。
こ
れ
は
古
川
哲
史
の

｢

通
路｣

と
い
う
捉
え
方
に
通
じ

(

�)

、
中
西
進
が
指

摘
す
る
神
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

何
故
建
御
雷
神
は
直
接
降
臨
し
な
い
の
か
。
そ
れ
は
葦
原
中
国
が

｢
天
下｣

へ
と
変
化
し
た
た
め
で
あ
る
。
中
巻
に
到
り
世
界
の

主
宰
が
神
か
ら
天
皇
へ
と
変
化
し
た
。
連
動
し
て
神
話
的
世
界
で
あ
っ
た
葦
原
中
国
は
現
実
的
世
界｢

天
下｣

と
し
て
更
新
さ
れ
る
。

中
巻
以
降
天
皇
を
語
る

『

記』

と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
必
然
の
変
化
あ
り
、
神
話
的
世
界
で
あ
る
高
天
原
と
現
実
的
世
界
で
あ
る

｢

天
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下｣

と
の
つ
な
が
り
方
が
、
上
巻
と
変
わ
ら
な
い
方
が
不
合
理
で
あ
ろ
う
。
夢
と
は
間
接
的
に
接
触
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
神

と
人
が
直
接
触
れ
得
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
な
お
つ
な
が
る
た
め
に
夢
と
い
う
場
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

(

�)

。

一
方
で
こ
れ
は
世
界
同
士
の
つ
な
が
り
が
狭
く
な
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
つ
な
が
っ
て
は
い
る
が
間
接
的
で
あ

り
、
神
と
の
接
触
に
は
装
置
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
変
化
が
示
す
の
は
、
神
話
的
世
界
は
互
い
に
離
れ
つ
つ
あ
る
、
或
い
は
離

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
編
纂
者
の
認
識
で
あ
ろ
う

(

�)

。

高
天
原
と
葦
原
中
国
の
関
係
性
を
整
理
す
る
。
中
巻
以
降
、
葦
原
中
国
は

｢

天
下｣

と
呼
び
直
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
天
皇
が
治

め
る
現
実
的
世
界
と
し
て
の
呼
称
で
あ
り
、
葦
原
中
国
が
変
化
し
た
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
変
化
は
し
た
が
高
天
原
を
源
と
す
る

秩
序
は

｢

天
下｣

に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の
つ
な
が
り
方
が
変
化
し
た
。
神
話
的
世
界

(

葦
原
中
国)

か
ら
現
実
的

世
界

(

天
下)

に
変
化
が
語
ら
れ
る
時
、
高
天
原
と

｢

天
下｣

の
つ
な
が
り
は
間
接
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
建
御
雷
神
が

自
ら
の
代
わ
り
に

｢

横
刀｣

を
降
ろ
す
の
は
そ
の
た
め
で
あ
り
、｢

神
代
と
は
区
別
さ
れ
た
人
の
世
ら
し
い
筋
立
て

(

�)｣

で
あ
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。七

お
わ
り
に

三
つ
の
記
事
に
お
け
る
建
御
雷
神
の
移
動
形
態
は
三
つ
と
も
異
な
る
。
本
稿
に
お
い
て
建
御
雷
神
は
そ
の
都
度
異
な
る
神
話
的
世

界
の
関
係
を
示
し
て
い
る
こ
と
明
ら
か
に
し
た
。
ま
と
め
直
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

本
文
Ａ
経
緯
を
記
さ
な
い
移
動
↓
二
つ
の
世
界
の
境
界
の
曖
昧
さ
を
示
す

[

高
天
原
―
地
上
世
界]

本
文
Ｂ
命
令
に
基
づ
く
移
動
↓
二
つ
の
世
界
の
秩
序
化
さ
れ
た
関
係
を
示
す

[

高
天
原
ー
葦
原
中
国]
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本
文
Ｃ
夢
に
よ
る
移
動
↓
二
つ
の
世
界
が
遠
ざ
か
る
こ
と
を
示
す

[

高
天
原
―
天
下]

神
話
的
世
界
の
構
造
は
固
定
的
で
は
な
い

(

�)

。
以
上
に
示
し
た
よ
う
に
、
常
に
変
化
し
、
関
係
性
は
更
新
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
よ
う

な

『
記』

に
お
い
て
変
化
を
前
提
と
し
た
神
話
的
世
界
の
構
造
を
示
す
一
方
法
と
し
て
、
移
動
す
る
神
々
が
利
用
さ
れ
、
そ
の
移
動

の
形
態
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
間
の
関
係
性
の
変
化
を
示
す
で
あ
る
。
特
に
高
天
原
と
葦
原
中
国
の
構
造
と
そ
の
変
化
に

つ
い
て
は
、
建
御
雷
神
の
移
動
の
形
態
を
、
そ
の
都
度
異
な
る
形
で
記
す
こ
と
で
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

[

注]

(

１)
『

記』

建
御
雷
神
、
建
御
雷
之
男
神
、『

書
紀』

武
甕
槌
神
・
武
甕
雷
神
に
作
る
。
以
下

『

記』

は
建
御
雷
神
、『

書
紀』

は
武
甕
槌
神
で
統

一
す
る
。

(

２)

諸
説
の
一
例
と
し
て
、
雷
神
説
を
採
る

『

古
事
記
全
註
釈』

(

倉
野
憲
司
校
注
、
第
二
巻
成
寛
篇

(

上)

、
一
九
七
四
年
、
三
省
堂
。)

、
刀
剣

神
説
を
採
る
日
本
思
想
大
系
１

『

古
事
記』

(
青
木
和
夫
・
石
母
田
正
・
小
林
芳
規
・
佐
伯
有
清
校
注
、、
一
九
八
二
年
、
岩
波
書
店
。)

、
甕
神

説
を
取
る
吉
井
巌

(｢

タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
神｣

『
国
語
と
国
文
学』

49
―
８
、
一
九
七
二
年

(

後
に

『

天
皇
の
系
譜
と
神
話
二』

に
再
録
、
一
九

七
六
年
、
塙
書
房
。))

な
ど
が
あ
る
。

(

３)
『

釈
日
本
紀』

の
引
用
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
８

『

日
本
書
紀
私
記
・
釈
日
本
紀
・
日
本
逸
史』

(

一
九
六
五
年
、
吉
川
弘
文
館)

に
よ
る
。

『

日
本
書
紀
纂
疏』

上
第
三
に
は

｢

天
書
曰
、
武
甕
槌
神
、
天
之
進
神
也｣

と
あ
る
。(

神
道
大
系
古
典
註
釈
三

『

日
本
書
紀
註
釈

(

中)』

、

一
九
八
五
年
、
精
興
社
。)

『

説
文
解
字』

の
引
用
は
、『

説
文
解
字
附
検
字』

(

一
九
六
三
年
、
中
華
書
局)

に
よ
る
。

『

篆
隷
万
象
名
義』

の
引
用
は
、『

弘
法
大
師
空
海
全
集』

第
七
巻

(

一
九
八
四
年
、
筑
摩
書
房)

に
よ
る
。

(

４)
『

記』

の
神
話
的
世
界
を
高
天
原
・
葦
原
中
国
・
黄
泉
国
・
夜
之
食
国
・
根
之
堅
州
国
・
常
世
国
・
海
原
の
七
つ
と
定
め
て
考
察
を
進
め
る
。
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(

５)

本
稿
で
は
論
の
展
開
上
分
類
２
に
つ
い
て
触
れ
な
い
た
め
詳
述
は
避
け
た
が
、
以
下
に
一
覧
を
書
き
下
し
て
掲
げ
る
。

①
伊
耶
那
岐
命
・
伊
耶
那
美
命

[

地
上
世
界
―
高
天
原]

是
に
二
柱
の
神
、
議
り
て
云
ひ
け
ら
く
、｢

今
吾
が
生
め
る
子
良
か
ら
ず
。
猶
天
つ
神
の
御
所
に
白
す
べ
し
。｣

と
い
ひ
て
、
即
ち
共
に
参
上

り
て
、
天
つ
神
の
命
を
請
ひ
き
。

②
伊
耶
那
岐
命

[

地
上
世
界
―
黄
泉
国]

是
に
其
の
妹
伊
邪
那
美
命
を
相
見
む
と
欲
ひ
て
、
黄
泉
国
に
追
ひ
往
き
き
。

是
に
伊
邪
那
岐
命
、
見
畏
み
て
逃
げ
還
る
時
…

③
須
佐
之
男
命

[

葦
原
中
国
―
高
天
原]

｢

然
ら
ば
天
照
大
御
神
に
請
し
て
罷
ら
む
。｣

と
い
ひ
て
、
乃
ち
天
に
参
上
る
時
…

④
須
佐
之
男
命

[

高
天
原
―
葦
原
中
国]

故
、
避
追
は
え
て
、
出
雲
国
の
肥
の
河
上
、
名
は
鳥
髮
と
い
ふ
地
に
降
り
た
ま
ひ
き
。

⑤
須
佐
之
男
命

[

葦
原
中
国
―
高
天
原]

故
、
此
の
大
刀
を
取
り
て
、
異
し
き
物
と
思
ほ
し
て
、
天
照
大
御
神
に
白
し
上
げ
た
ま
ひ
き
。

⑥
御
祖
命

[

葦
原
中
国
―
高
天
原]

爾
に
其
の
御
祖
の
命
、
哭
き
患
ひ
て
、
天
に
参
上
り
て
、
神
産
巣
日
之
命
に
請
し
し
時
…

⑦
大
穴
牟
遅
神
・
少
名
毘
古
那
神

[

葦
原
中
国
―
高
天
原]

故
爾
に
神
産
巣
日
御
祖
命
に
白
し
上
げ
た
ま
へ
ば
…

⑧
少
名
毘
古
那
神

[

常
世
国
―
葦
原
中
国]

天
の
羅
摩
船
に
乗
り
て
、
鵝
の
皮
を
内
剥
に
剥
ぎ
て
衣
服
に
爲
て
、
歸
り
来
る
神
有
り
き
。

⑨
少
名
毘
古
那
神

[

高
天
原
―
常
世]
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我
が
手
俣
よ
り
久
岐
斯
子
ぞ
。

⑩
少
名
毘
古
那
神

[

葦
原
中
国
―
常
世
国]

然
て
後
は
、
其
の
少
名
毘
古
那
神
は
、
常
世
国
に
度
り
ま
し
き
。

⑪
坐
御
諸
山
上
神

[

海
原
―
葦
原
中
国

是
の
時
に
海
を
光
し
て
依
り
来
る
神
あ
り
き
。

⑫
天
津
国
玉
神
及
其
妻
子

[

高
天
原
―
葦
原
中
国

是
に
天
在
る
天
若
日
子
の
父
、
天
津
国
玉
神
及
其
の
妻
子
聞
き
て
、
降
り
来
て
哭
き
悲
し
み
て
…

⑬
�
田
毘
古
神

[

葦
原
中
国
―
高
天
原]

僕
は
国
つ
神
、
名
は
�
田
毘
古
神
ぞ
。
出
で
居
る
所
以
は
、
天
つ
神
の
御
子
天
降
り
坐
す
と
聞
き
つ
る
故
に
、
御
前
に
仕
へ
奉
ら
む
と
し
て
、

参
向
へ
侍
ふ
ぞ
。

⑭
火
遠
理
命
葦
原
中
国
―
海
原]

乃
ち
其
の
道
に
乗
り
て
往
で
ま
さ
ば
、
魚
鱗
の
如
造
れ
る
宮
室
、
其
れ
綿
津
見
神
の
宮
ぞ
。
其
の
神
の
御
門
に
到
り
ま
し
な
ば
…

⑮
豊
玉
毘
売
命

[

海
原
―
葦
原
中
国]

是
に
海
神
の
女
、
豊
玉
毘
賣
命
、
自
ら
参
出
て
白
し
し
く
…

⑯
玉
依
毘
売
命

[

海
原
―
葦
原
中
国]

⑰
御
毛
沼
命

[

葦
原
中
国
―
常
世
国]

御
毛
沼
命
は
、
波
の
穗
を
跳
み
て
常
世
国
に
渡
り
坐
し
…

⑱
稲
氷
命

[

葦
原
中
国
―
海
原]

稲
氷
命
は
、
妣
の
国
と
爲
て
海
原
に
入
り
坐
し
き
。

(

６)

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２

『

日
本
書
紀』

①

(

一
九
九
四
年
、
小
学
館)
の
頭
注
に

｢

越
は
発
揚
、
飛
び
あ
が
る
意｣

と
あ
り
、
ま
た
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『

説
文
解
字』

に
は

｢

越

度
也

从
走
戉
聲｣

と
あ
る
。
遠
方
ま
で
飛
び
散
る
意
味
と
す
る
。

(
７)

中
村
啓
信

｢

建
御
雷
之
男
神
を
め
ぐ
っ
て｣

『

古
事
記
年
報』

40
、
一
九
九
八
年
。(

後
に

『

古
事
記
の
本
性』

再
録
、
二
〇
〇
〇
年
、
お
う

ふ
う
。)

湯
津
石
村
を
高
天
原
の
こ
と
で
な
く
、
こ
の
地
上
の
こ
と
と
し
て
い
る

『

古
事
記』

は
、
目
さ
き
の
合
理
主
義
に
走
っ
た
か
、
あ
る
い
は

｢

高

天
原｣
の
語
を
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

８)

馬
場
百
合
子

｢｢

貢
進｣

さ
れ
た
建
御
雷
神
―
地
上
に
現
れ
た
神
に
よ
る
葦
原
中
国
の
平
定
―｣

『

国
語
と
国
文
学』

八
十
七
巻
八
号
、
二
〇

一
〇
年
。

(

９)

神
野
志
隆
光
・
山
口
佳
紀

『

古
事
記
注
解
２』
(

一
九
九
三
年
、
笠
間
書
院)

(

�)

大
久
間
喜
一
郎

『

古
代
文
学
の
源
流』

、
一
九
六
五
年
、
桜
楓
社

生
者
と
死
者
の
間
に
、
古
く
は
交
通
が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
が
未
開
時
代
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。

(

�)

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１

『
古
事
記』

頭
注

(

山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
、
一
九
九
七
年
、
小
学
館)

(

�)

青
木
周
平

｢

古
事
記
神
話
に
お
け
る

｢
言
向｣

の
意
義
ー
葦
原
中
国
平
定
伝
承
を
通
し
て
―｣

『

国
學
院
雑
誌』

第
89
巻
１
号
所
収
、
一
九

八
〇
年

(『

古
事
記
研
究
―
歌
と
神
話
の
文
学
的
表
現
―』

再
録
、
一
九
九
四
年
、
お
う
ふ
う)

(

�)

壬
生
幸
子

｢

古
事
記
に
お
け
る

｢

遣｣

と

｢

使｣
―
使
者
派
遣
場
面
の
用
字
意
識
―｣

『

古
事
記
研
究
大
系
10

古
事
記
の
言
葉』

、
一
九
九

五
、
�
科
書
店
。)

(

�)
『

古
事
記
注
解』

２

(

神
野
志
隆
光
・
山
口
佳
紀
、
一
九
九
二
年
、
笠
間
書
院
。)

(

�)

谷
口
雅
博

｢

古
事
記
に
お
け
る

｢

詔｣

字
の
使
用
意
識｣

『

古
事
記
年
報』

32
、
一
九
九
〇
年
。

(

�)

松
本
直
樹
は

｢

天
降｣

の
語
義
を
以
下
の
よ
う
に
考
察
す
る
。
天
を
主
体
と
す
る
秩
序
化
と
い
う
理
解
は
重
要
で
あ
る
。

思
想
的
背
景
と
し
て
は
、
そ
の
降
下
が

｢

天｣

の
秩
序
の
降
下
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

｢

天｣

が

｢

降｣

り
る
こ
と
を
意
味
す

る
表
現
な
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る

｢

自
天
降｣

と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。(｢｢

天
降｣

の
意
味
―

『

古
事
記』

『

万
葉
集』

に
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お
け
る
そ
の
思
想
と
表
現
―｣

『

上
代
文
学』

61
号
、
一
九
八
八
年
。
後
に

『

古
事
記
神
話
論』

に
再
録
、
二
〇
〇
三
年
、
新
典
社』)

(
�)

阪
下
圭
八

『

古
事
記』

の
語
り
口

起
源
・
命
名
・
神
話』

二
〇
〇
二
年
、
笠
間
書
院

(
�)
河
東
仁

『

日
本
の
夢
信
仰
―
宗
教
学
か
ら
見
た
日
本
精
神
史
―』

、
二
〇
〇
二
年
、
玉
川
大
学
出
版
。

(

�)
古
川
哲
史
は

｢

夢
が
神
意
を
受
け
る
通
路
で
、
夢
が
神
と
人
と
の
連
絡
を
す
る
場
面｣

で
あ
る
と
説
く
。(『

夢

精
神
史』

、
一
九
六
七
年
、

新
興
印
刷
株
式
会
社
。)

(

�)

中
西
進

『
古
事
記
を
読
む
３
大
和
の
大
王
た
ち』

一
九
八
六
年
、
角
川
書
店
。

(

�)

橋
本
雅
之
は

｢
夢
の
お
告
げ
と
い
う
間
接
的
な
手
段
に
よ
っ
て
深
刻
な
事
態
を
回
避
す
る
と
い
う
構
成｣

を
指
摘
し
、
夢
を
隔
離
さ
れ
た
場

と
し
て
、
間
接
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る

(｢

夢
に
顕
れ
る
神
―

｢

古
事
記｣

に
お
け
る
大
物
主
大
神
を
中
心
と
し
て｣

『

大
美
和』

108

号
、
二
〇
〇
五
年
。)

(

�)

西
郷
信
綱
は
現
実
世
界
に
お
け
る
宮
廷
の
支
配
力
強
化
と
拡
大
に
伴
い
、｢

香
具
山
は
天
か
ら
落
ち
て
地
上
の
山
と
な
り
、
高
天
の
原
は
天

た
か
く
次
第
に
遠
ざ
か｣

っ
た
と
説
く
。(『

古
事
記
の
世
界』

一
九
六
七
年
、
岩
波
書
店
。)

(

�)

前
掲
�
。

(

�)

西
條
勉
は
テ
キ
ス
ト
内
部
に
テ
キ
ス
ト
自
体
を
変
化
さ
せ
て
い
く
装
置
と
し
て
三
層
の
世
界
構
造
を
捉
え
、｢

け
っ
し
て
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な

枠
組
み
で
は
な
く｣
｢

き
わ
め
て
動
的
な
装
置
で
あ
っ
た｣

と
論
じ
る
。(『

古
事
記
と
王
家
の
系
譜
学』

、
二
〇
〇
五
年
、
笠
間
書
院
。)

ま
た
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル
は
神
話
的
世
界
の
変
貌
を
詳
細
に
分
析
し
、
そ
の
世
界
の
変
化
・
流
動
性
を
前
提
す
る
こ
と
に
よ
る
読
み
の
可

能
性
を
提
示
し
た
。(『

古
事
記

変
貌
す
る
世
界
―
構
造
論
的
分
析
批
判
―』

、
二
〇
一
四
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。)

＊
本
文
の
引
用
に
は
以
下
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
一
部
書
体
を
常
用
漢
字
に
改
め
、
割
注
を
省
略
し
た
。

『

古
事
記』

日
本
古
典
文
学
大
系
１

『

古
事
記

祝
詞』

、
一
九
五
八
年
、
岩
波
書
店
。

『

日
本
書
紀』

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２

『

日
本
書
紀』

①
、
一
九
九
四
年
、
小
学
館
。
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